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津久見市国民健康保険第２期保健事業実施計画（データヘルス計画）中間評価
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第４６号）等による規定を遵守し、個人情報の保護の観点から適切な対応を行います。

第２期計画に関する評価「健康寿命の延伸について【お達者年齢を用いて評価する。

ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ該当者及び予備群の減少
該当者

予備群

20.0% 19.0% 18.0%
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本計画に基づく保健事業の積極的な推進を図るため、衛生部門・介護部門・福祉部門・国保部門と

保険運営の健全化の観点から、必要に応じて、大分県、大分県国保連合会、津久見市国民健康保険

運営協議会等に助言や第三者の立場からの評価を受けることで、より実効性のある事業実施に努め

計画の期間中においても、目標の達成状況や事業の実施状況の変化等により計画の見直しが必要に

業務は誠実かつ公正に執行し、個人情報その他の情報資産の取り扱いにあたっては、個人情報保護

実施率 66.0% 68.0% 70.0%

受診率 14.0% 16.0%

生活習慣病予防対策

18.0%

実施率 52.0% 56.0% 60.0%

HbA1c 60.0% 58.0% 56.0%

有病率 1.50% 1.40% 1.30%

特定保健指導実施率向上

胃がん検診受診率向上

健診等受診対策 大腸がん検診受診率向上

肺がん検診受診率向上

乳がん検診受診率向上

子宮がん検診受診率向上

改善しているが目標達成困難

生活習慣病有病率（診療月：令和２年１０月）は、県内市町村国保で最も高い。

に関する法律（平成１５年５月３０日法律第５７号）及び津久見市個人保護条例（平成１２年条例

改善している

重点対策における保健事業について、令和３年度から令和５年度（計画最終年）の指標及び目標値

重点対策 事　業

健診結果における有所見割合の減少

健診結果における有所見割合の減少

重症化予防対策
つくみん健康サポート事業

重点対策

ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ該当者及び予備群の減少

健診結果における有所見割合の減少

糖尿病性腎症疾患患者数の減少

つくみん健康サポート事業

変わらない

事業指標及び目標 評　　価

悪化している

有病率、有病者数とも改善してい
る

生活習慣病予防対策

重症化予防対策

健診等受診対策

がん検診受診率向上

特定健康診査実施率向上

特定保健指導実施率向上

特定健康診査実施率向上 悪化し、目標達成困難。

83.68歳 83.68歳

第２期計画における重点対策の評価

生活習慣病疾病別有病率（診療月：令和２年１０月）は、糖尿病、高血圧症、脂質異常症、虚

血性心疾患、高尿酸血症が、県内市町村国保で最も高い。

特定健診実施率は、平成２７年度から令和元年度まで45％前後で推移している。

健康寿命の延伸

指標 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 評価

改善している
77.44歳

83.44歳

77.38歳 78.34歳

め　ざ　す　姿　 市民一人ひとりが健康意識を高め、健康づくりに取り組み、健康で自立

国保被保険者のうち、６５歳以上の被保険者が占める高齢化率は、59.3％（R1）で、県内市町

村国保の中でもトップクラス。県内市町村国保の高齢化率の平均47.4％（R1）を大きく超えて

（R1 5.2％）は人口減少率（R1 2.9％）以上であり、令和４年度からは団塊の世代が後期高齢

者に移行するため、これまで以上に国保被保険者の減少が進むと思われる。

計　画　期　間

中　間　評　価

平成３０（２０１８）年度から令和５年（２０２３）年度までの６年間

容の改善を図る。

令和２（２０２０）年度にPDCAサイクルに沿った効果の評価と、事業内

津久見市の人口、国保被保険者数はともに減少傾向にあるが、国保被保険者の減少率

いる。全国平均40.6％。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料：年報、KDB

被保険者１人当たりの医療費は、平成２７年度(479,047円)まで県内市町村国保ワースト1位で

あったが、平成２８年度から(460,862円)ワースト３位となったが、高額で推移している。

被保険者１人当たりの医療費の平成２６年度から令和元年度までの伸び率は、0.5％で県内市

町村国保で最良。

健診結果における有所見割合は改善されておらず、青壮年期への受診勧奨を強化し、健康へ
の意識付け、健康増進につなげていく。

糖尿病性腎症疾患有病率は改善傾向にあり、引き続き重症化予防対策を推進していく。

特定健診実施率、特定保健指導実施率は停滞しており、これまでの対策の改善、新たな未受
診者対を講じ、実施率向上につなげ、目標達成を目指す。

を設定する。
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収縮期
健診結果における有所見割合の減少：血圧

拡張期
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